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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    
 

 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年３月７日に公表した業績予想を下記の通り修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１． 平成 24 年１月期 第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正 

（平成 23 年１月 21 日～平成 23 年７月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

四半期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 7,859 626 640 336 40.49 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 8,364 628 631 326 39.25 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) 504 1 ▲8 ▲10 － 

増    減    率 (％) 6.4 0.3 ▲1.3 ▲3.1 － 

（ご参考） 

前期(平成 23 年１月期第２四半期)実績 
7,080 517 485 274 32.38 

 

２．平成 24 年１月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年１月 21 日～平成 24 年１月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 13,639 654 662 348 41.83 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 14,500 664 659 341 41.01 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) 860 10 ▲3 ▲6 － 

増    減    率 (％) 6.3 1.6 ▲0.4 ▲2.0 － 

（ご参考） 

前期(平成 23 年１月期)実績 
13,019 687 657 339 40.34 

 

 

 

 



３．平成 24 年１月期 第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正 

（平成 23 年１月 21 日～平成 23 年７月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

四半期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 6,583 288 333 169 20.34 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 7,369 440 492 281 33.79 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) 785 151 158 111 － 

増    減    率 (％) 11.9 52.4 47.5 66.1 － 

（ご参考） 

前期(平成 23 年１月期第２四半期)実績 
6,000 207 228 130 15.36 

 

４．平成 24 年１月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年１月 21 日～平成 24 年１月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 11,410 241 292 145 17.43 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 12,665 425 470 250 30.16 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) 1,255 184 178 106 － 

増    減    率 (％) 11.0 76.1 61.0 73.8 － 

（ご参考） 

前期(平成 23 年１月期)実績 
11,250 300 344 157 18.74 

 

５．修正の理由 

   当第２四半期累計期間における個別業績は、当初、東日本大震災の影響から軽微ながら売上高の

減少を想定しておりましたが、震災からの復興及び節電や暑さ対策に貢献する商品として、ＬＥＤ

やソーラー関連商品、またシェードや日除け商品といった省エネ商品の売上高が大幅に増加したこ

とから、売上高、利益面ともに当初（前回）予想を上回ったことから業績予想を修正いたしました。

通期の個別業績予想につきましても、第２四半期累計期間の予想の修正に合わせて、修正をいたし

ました。 

   なお、連結業績におきましては、予定通りに推移しておりますが、ヨーロッパにおける市場競争

や国内外の工場に対する設備投資による償却増加等により、当初予定より若干の減少を見込んでお

ります。 

   また、震災以後原子力発電に対する「安全・環境」を問われるなか、当社といたしましては、庭

での暮らしにおいて自然をうまく取り入れ、「安心・安全・健康・省エネ・快適な庭暮らし」をテ

ーマとした「スマートリビングガーデン」の取り組みを強化して参ります。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は当社

を取り巻く様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

 

以  上 


